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神経難病治療推進費

１　事業の概要

　パーキンソン病患者に対する先進医療を実施し、神経

難病診療の充実を図る。

入札の執行により生じた差金の減額補正

（１）神経難病診療用医療機器整備　△1,211千円

２　事業主体及び負担区分

　事業主体：県

　負担区分：(県10/10)

３　地方財政措置の状況

　病院事業債充当率100％

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×1人＝9,500千円

５　事業説明
（１）事業内容　　パーキンソン病等による震えや歩行困難の症状を抑える脳深部刺激療法を新たに導入し、内科的治療
　　　　　　　　に外科的治療を加えた総合的な神経難病診療の充実を図る。

（２）事業計画　　平成27年度に必要な医療機器を整備し、先進的な神経難病治療となる脳深部刺激療法を実施する。

（３）事業効果　　脳深部刺激療法という全国でも先進的な神経難病診療が可能になるとともに、従前から実施している
　　　　　　　　脊髄刺激療法等神経難病診療が充実し、医療サービスが向上する。
　　　　　　　　　また、民間病院での対応が困難な先端医療分野への取組を積極的に行うことにより、県が率先して難
　　　　　　　　病治療の充実に寄与することができる。

（４）その他　　　県内のパーキンソン病患者数は約20年間で約4.6倍に増加(平成6年度1,074人→平成25年度4,910人)。

（５）補正予算の概要　入札の執行により生じた差金の減額補正

(単位：千円)

分野施策


